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十　五　名
同　　柵國寺東門前町637（學生）
大阪市東成匝鶴橋木野町295（金物商）
郷戸市下山手通四丁目61澤井方（撃生）
岡山縣勝山町中町（學」三）
同　　西　町　　（「司）
廣島雪叩山市御舟町
香川縣善通寺高等女口校（校長）
滋賀縣野洲郡中里村（學坐）
　　　　上闘支部通信
　星の研究會＝ウインネツケ導星明にろ
定の報ありしょり同硯究會it最も地球に
接近すべき六月二十七日一一の夜實騰観
測な主ビして開催，會員外多数來會九時
迄に宮島善一鄭氏より天王運行につきて
言題し講話な賠き後，氏の所有になる天
盟望四鏡奄市内柳町示申宮境内に据えつけ
六年一回周期的に現ばろ、東の空にあの
彗星か魏測しナこ・嶺ゴほ悠々はてしなき夏
の空に光彩金銀の砂子にもおさおさ劣り
なき幾千萬の星旋のばらまきぜ南の空に
」Ei［れて研プこ土星の肉眼でぽ決して見え
n有名な、】ング奄観測し得’すご・心ゆくま
s眺め通し再嘆三嘆しナこ・あの一夜・げ
に思ひ出ば書けこも盤きす語れこも1しま
らない．
　　　　　朝鮮支部通信
　拝啓今圓［工山本先生の御挟詩辛な得ま
して，當支部に於きまして1㌔先生御S・“i
東の途々特に三時間許リ列車：の都合な利
用して當地へ御立寄なお願ひし一ちの
御講演罰してい71ジきましす：・
　即ち，本日（七月三日）午前八時二〇分
よリ目地京城基督数青年會館に於て，當
支部並に京城グリスト教青年會の斡旋に
て「宇宙か支剛すうもの」亡の御演題の下
に九時三〇分迄大約一時間許りの御講演
でし7こ・
　本日は日曜でにあり，殊に．に朝八時か
らの開含なのでありまし’h（：もかSにら
す，幸ひ，當地クリス畷1青年會網幹事
丹羽浩爽鄭氏の多大なゐ御蕗力ltよって
約百六七十名の來嘉者あり非常な盛會
399， 會　　報　　zlr　通　　信
で，支部員に書っても大紙障椥こ堪へま
ぜんでしナこ．
　六時五〇分にお着．きになつ≠り墜しかお
出迎へしナこ我≧同好會員並に十年會關係
の人々十三名に，先づ騨内にて先土定御
一緒に簡翠な朝飯たすまぜまし’tこ・この
朝飯の時に（何ビ云っても時間が僅かし
かありまdんので，懇談會か躯れ）先生
が奉天で観測されカウ門門及び蜴座のア
ンターソス附近か流れ力流星其飽二枚の
二言か卓な叫んで順々に見Nていナこ～こい
て大攣愉快でした・白州車で會場に急行
し糞のit丁度八時でしブこ．八時からの講
演の豫定でし7こが一寸遅れて同時二〇分
から御講演があっ71のです・
　先生にば先づ御自分が天文學K・・L？して
の立場から・笛輩に「宇宙」Sか「天丈比」
の語義及範圃定云つカやうなものに就て
述べられ，i欠いでエヂプト，バビロンの
昔からケプめレ，ニウトンに至るまでの
大略の天丈史の攣遷な骨子tして，癒え
す卑近な例なひかれて種々御話あり，殊
にニューFンの偉大なろ業績に就てlit　v’
ろいろ御煎明あり，そのニュートンが，
地球薄恥蓮度の起源な紳の意志によるt
しナこ考へ方の當然にじ（決して現代の工
期學者が一笑に附し去るべき性質のもの
でないこSに説き及ばれ，「我々（t些細
なろ現象すら規律的に起るtきltそこに
何等かの働きかけろ或力fP考へざうた得
ないご同じ理由で，況んmp天瞠の如き壮
大なものが規律的に嚴灘に蓮動してみる
事か目の湯り見てその間に下る考へ及ば
ざる絶大なる力の介在するこεを想像す
るこ虐lt極めて自然なご書だ」ご申され
まし7こ・
　最後に學問に人生のアこめの學問で弓田
の爲の鋒問でなく，自分が天文為やって
みろのも與へられナこ一つの約束為果すナこ
めで，この約束為果すごtが即ち我々の
大なる使命であるSて，終始純瞥に天文
學者亡しての立場から大略以上の如き御
講演でしナこ・系築るぜi〔ぐ，騨・に向ひまし
』ナこ．
　先云i三にに湖中御元氣で，一geがて十時獲
の列車で南下され，我々會員，青年會員
一同感謝の念に先生の御健勝か所り乍ら
お別れしまし7こ・終始クロノメーター．ゐg
大鰍こして居られナこのが深い印象です．
　右定りあへす御通知申上げる次第であ
り　ます．　　　　　七月三日　　　ブく山　　7歯「
　　　　糠　　戸　　よ　　り
　　　山本博士様
　H9　［t七月二十日午前九時炎天の下，京
大天文璽の大ド1ム内，日本第一の「12
吋」屈折大望遠虎据付終了の日一，將
來永くilk　1，言口念すべき此の好き日一一に
公用の隙彪利用して塗墓打観の榮か得ハ
ろ事ば何ブこる至幸の者！有難く存じ候・
流汗の浸み，器械油の汚れ見ゆうワイシ
や距姿の先生にに幾多の人々7te督働され
自から陣頭に立ちて大車輪の檬，倍槻の
拙生感慨無量に御座心ひき其の間にも
耐えす御mpさしき御説明下され，「時余に
して完了すぺければ，折角，槻測ぜよ」
tの御言葉に膿に銘して有り難く，謹ん
で感謝奉り候。居常なれば終均勢た謝；ぜ
ざるに，公用止むなく御別れ申し候次第
悪しからす御寛容下されすこく候・只小生
ば此の記念すべき日［：會して如何に嬉し
かりしかな述べ，御厚情の御竈二代へ申
候敬具．　神戸　同好會員　小穴匡雄＃
　　　　北海難か　r）
　随分S御無沙汰致しまし’rこ・私ば十四
日から落石に参り實絶叫して居ります・
入月の末まで落石に居ります．三百尺の
三百が五本目あvJます，　Heaviside　Layer
の事々少し研究して居ります・天丈の方
ビ随ノ｝騨係あるので興昧深くあります・
高由植物の険き凱移れ落石岬にて心ゆく
許りの旧習恕致して屠ります．
　　七月三十日　　　　米田勝彦
